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工事報告書保管業務の問題点と

USEパッケージご導入の背景

3※USE：ユニットシステムエンジニアリング
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業務の問題点とUSEPKGご導入の背景
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職方

資料を元に撮影

下請 元請

写真の送付

報告書の作成

報告書の送付

報告書の承認

紙で保管

職方
職人は資料を元に必要な写真を確認しながら撮影を行っていた。
下請
工事報告書の作成は事務所に戻って作成と提出を行っていた。
元請
報告書の作成や承認は事務所へ戻って行っていた。

働き方改革へ向けての効率化が必要となっておりました。

システム導入前
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業務の問題点とUSEPKGご導入の背景
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職方

下請

元請

PDFで
自動保存

システム導入後

工事報告書
自動保管システム

職方
写真台紙により必要な写真を把握でき、
システムへ直接写真登録が可能となった。
下請
現場内でタブレットから報告書が作成可能となった
。
元請
現場内でタブレットから承認が可能となった。
システム化により報告書管理業務が一元管理され、
効率化が図られました。

写真を直接登録

報告書の作成

報告書の承認

画面で
作成依頼を確認

画面で
承認依頼を確認
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ＵＳＥ工事情報共有パッケージのカスタマイズポイント
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担当の役割ごとに確認すべき報告書を色分けして、一目で判断出来るようにしました。

水色を確認

ピンクを確認

パッケージ機能であるイベント管理表では報告書が工事ごとに全て表示さ
れます。

それぞれの枠に色を付ける事により、各担当が作業すべき工程が一目で
分かるようになっています。下請

元請



人にやさしい  システム創り Unit System Engineering  

ＵＳＥ工事情報共有パッケージのポイント
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Excelベースの工事報告書をベースに画面表示が可能

ＵＳＥ工事情報共有パッケージではＥｘｃｅｌ運用しているフォーマットをベースに
Ｗｅｂ画面へ表示する事が可能。

システム化前は紙文書として管理していたため、仕様変更の度に紙を新しくする管
理業務の手間がありましたが、
仕様が変わった際に、システムへExcelを取込み、Web画面を作成する事により
現場では自動反映されるため、現場での紙での管理が軽減されました
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システム導入後の効果
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旭化成ホームズ様サイトより抜粋
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ご清聴ありがとうございました

ＵＲＬ    ： http://www.use-i.co.jp/
Ｅ-Ｍail : use-info@use-i.co.jp

【お問い合わせ】

事例紹介の内容につきましては、
 旭化成ホームズ株式会社様並びに
日本電気株式会社様関係各位様に

ご協力をいただきました。
厚く御礼申し上げます。
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